【様式１】
履　　歴　　書
　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男　　旧氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　女　生年月日　　　年　　月　　日生（　　歳）

　現　　　　職

　連絡先　電話( 　  )  　 -　　　　 FAX(   　)   　-　　　　 　E-mail

　現住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　学　　　　歴

　職　　　　歴

　外国での
　教育・研究歴
　所属学会
　賞　　　　罰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人自筆署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【様式１】
履　　歴　　書（記入例）
　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　　　 男　　旧氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　・

氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　  女　 生年月日  　　　 年　 月　 日生（　　歳）

	現　　　　職　　


連絡先　  電話　(xxx) xxx -　xxxx　 FAX　(xxx) xxx -　xxxx　　E-mail xxxxxx@xxxxx.xx
現住所　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　 昭和　　（西暦　　）年　　月　○○高等学校卒業
学　　　　歴　  昭和　　（西暦　　）年　　月　○○大学○○学部入学
　　　　　　　　 昭和　　（西暦　　）年　　月　○○大学○○学部卒業

　　　　　　　　 平成　　（西暦　　）年　　月　○○大学大学院○○研究科修士課程○○専攻入学
　　　　　　　　 平成　　（西暦　　）年　　月　○○大学大学院○○研究科修士課程○○専攻修了
　　　　　　　　 平成　　（西暦　　）年　　月　○○大学大学院○○研究科博士後期課程○○専攻入学

　　　　　　　　 平成　　（西暦　　）年　　月　○○大学大学院○○研究科博士後期課程○○専攻修了
　　　　　　　　 平成　　（西暦　　）年　　月　博士（○○）（○○大学）の学位取得
　　　　　　　　○○年○月～○○年○月　○○○○○○○○○○○○

　　　　　　　　
　職　　　　歴

　外国での  ○○年○月○日～○○年○月○日　○○国○○大学にて○○として○○に従事（研究）
　教育・研究歴
　所属学会　○○学会
　賞　　　　罰　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人自筆署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記載上の注意事項

1． 履歴書【様式１】
①「生年月日」欄の年齢は，採用予定日現在の年齢を記載してください。
②「学歴」欄には，高等学校卒業以降の学歴を記載してください。

　　　　　③「学位」欄には，取得年月及び授与された大学名も記載してください。

　　　　　④「職歴」欄には，常勤の職歴すべてについて記載し，職名，地位，機関名等も明記してください。
在職期間については，「　年　月～　年　月」のように記載してください。
⑤「外国での教育・研究歴」欄には，外国における滞在期間２週間以上の教育・研究歴すべてについて記載し，職名，地位，機関名，国名，活動内容等も明記してください。
期間については，「　年　月　日～　年　月　日」のように記載してください。 
また，活動内容については，教育・研究・その他の区分を括弧書きにて記載してください。

　　※「職歴」欄と重複する場合も再度記載してください。

⑥「所属学会」欄には，学会名を記載してください。なお，その学会における役職等に該当する方は，それも記載してください。
⑦ 各欄のスペースが不足する場合は，適宜枠を広げてください。
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